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＜和文著書＞ 
1. 竹中基記、森重健一郎：子宮頸がん治療における卵巣温存手術(卵巣移植術も含む)．妊孕性

温存のすべて 中外医学社 36-39,2021 
2. 古井辰郎、山本扇里、飯原大稔、寺澤恵子、森重健一郎：抗がん剤による卵巣毒性．妊孕性

温存のすべて 中外医学社 175-182,2021 
3. 古井辰郎、福田愛作、水野里志、山本晃央、森重健一郎：安全管理．妊孕性温存のすべて 

中外医学社 394-398,2021 
4. 古井辰郎、寺澤恵子、竹中基記、山本晃夫、森重健一郎：卵巣組織凍結と移植．産科婦人科

臨床シリーズ 4 不妊症 中山書店 280-289,2021 
5. 古井辰郎、山本晃夫、寺澤恵子、森重健一郎：卵巣組織凍結の歴史．卵巣組織凍結・移植 

医歯薬出版 2-8,2021 
 
＜和文総説＞ 
1. 古井辰郎, 竹中基記, 寺澤恵子, 山本志緒理, 森重健一郎：<シンポジウム 3:オンコファーテ

ィリティとオンコヘルスケア>がん患者およびサバイバーの生殖機能低下に関する支援の現状

と課題-妊孕性および内分泌学的フォローアップ体制- 日本女性医学学会雑誌 28, 637-
642,2021 

2. 森重健一郎、古井辰郎、竹中基記：子宮頸がん手術における低侵襲手術の位置付けに関す

る最近の動向 日本医師会雑誌 150(5)852-854,2021 
 

＜欧文原著＞ 
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＜和文原著＞ 
1. 早崎容、村瀬紗姫、坊本佳優、森美奈子、菊野享子、波多野裕一郎、森重健一郎：PIK3CA
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変異を認めた子宮体部原発 Mesonephric-like carcinoma の 1 例．東海産科婦人科学会雑誌

57:239-245, 2021. 
2. 村瀬紗姫、坊本佳優、島岡竜一、菊野享子、森美奈子、志賀友美、竹中基記、早崎容、古井

辰郎、仲間美奈、森重健一郎：同時性重複癌を認めた遺伝性乳癌卵巣癌症候群の 3 症例．

東海産科婦人科学会雑誌 57:265-270, 2021. 
3. 林佳奈、上田陽子、青島友維、村瀬紗姫、森美奈子、早崎容、森重健一郎：パゾパニブ塩酸

塩による治療効果ががん遺伝子パネル検査により裏付けられた再発高異型度子宮内膜間質

肉腫の 1 例．東海産科婦人科学会雑誌 57:327-332, 2021. 
4. 波多野香代子、古井辰郎、川島英理子、杉山三知代、小池大我、山本志緒理、熊澤愼志、森

重健一郎：子宮筋腫に関して GnRH アゴニストの反復投与後に椎体骨折をおこした１例．東海

産科婦人科学会雑誌 57:341-347, 2021. 
5. 東松明恵、志賀友美、安見駿佑、森重健一郎：妊娠後期にビタミン K 吸収障害による出血傾

向を認めた原発性硬化性胆管炎合併妊娠の 1例．日本周産期・新生児医学会雑誌 57(3)476-
480, 2021. 

6. 山本志緒理、磯部晶、小池大我、波多野香代子、竹中基記、仲間美奈、古井辰郎、森重健一

郎：自らの訴えで確定診断し FGFR1 変異が原因と推定された Kallmann 症候群の 1 例．産婦

人科の実際 70(9)1003-1009,2021 
7. 小関道夫、安江志保、猿渡沙緒理、山本崇裕、兼村信宏、古井辰郎、大西秀典：岐阜県にお

ける小児 AYA 世代に対する取り組み～AYA WEEK を通じて～．AYA がんの医療と支援

1(2)77-78,2021 
8. 安見 駿佑,竹中 基記,坊本 佳優,菊野 享子,志賀 友美,早崎 容,古井 辰郎,森重 健一郎：

ロボット支援下手術におけるNIRC蛍光尿管カテーテルによる術中尿管損傷予防に関して．産

婦人科の実際 70(13)1611-1615,2021 
 
 
 
【講演・学会発表】 
 
＜特別講演＞ 
1. 古井辰郎：小児・AYA 世代がん患者の生殖機能に関する支援体制の最近の話題．第 9 回岐

阜造血幹細胞移植スタッフセミナー（岐阜）2021.3.16 
2. 古井辰郎：女性の疾患と卵巣機能低下対策～子宮内膜症から悪性腫瘍まで～．第 23 回三重

県産婦人科疾患治療研究会(三重)2021.5.13 
3. 古井辰郎：がん・生殖医療～意思決定支援、調節卵巣刺激、助成金制度の現状～．第 22 回

富山県生殖医療研究会(web)2021.6.2 
4. 森重健一郎：妊孕性をふまえた若年卵巣腫瘍の治療戦略．第 29 回福井産婦人科腫瘍研究

会(福井・ハイブリッド開催)2021.6.16 
5. 森重健一郎：がん生殖医療の新展開．令和 3 年度豊中・池田・箕面産婦人科医会 3 市合同講

演会(web 配信)2021.10.16 



6. 古井辰郎：小児 AYA 世代のがん患者の生殖機能に関する支援体制の現状と課題～情報提

供から意思決定支援、公的助成制度について～．あいちがん生殖医療セミナー～第 1 回

SOFIA Web Meeting～(zoom 配信)2021.10.20 
7. 森重健一郎：妊孕性をふまえた若年卵巣腫瘍の治療戦略．淀橋婦人科腫瘍学術講演会

(zoom 配信)2021.12.18 
 
＜シンポジウム・ワークショップ＞ 
1. 古井辰郎：全国における小児・AYA 世代がん患者に対する生殖機能に関する支援体制の現

状．第 11 回日本がん・生殖医療学会学術集会(web 開催)2021.2.12-2.25 
2. 古井辰郎：がん患者における妊孕性温存の実際．第 16 回日本 A-PART 学術講演会 WEB セ

ミナー(web 開催)2021.3.19-3.25 
3. 坊本佳優、竹中基記、村瀬紗姫、菊野享子、森美奈子、早崎容、森重健一郎：子宮体癌にお

けるロボット支援下傍大動脈リンパ節郭清術は有効で安全か？第２回次世代婦人科 MIS 研究

会(岐阜)2021.3.28 
4. 森美奈子、竹中基記、村瀬紗姫、菊野享子、坊本佳優、早崎容、森重健一郎：卵巣癌の審査

腹腔鏡の是非について．第 2 回次世代婦人科 MIS 研究会(岐阜)2021.3.28 
5. 坊本佳優：小児血液がん患者のがん・生殖相談外来について(症例提示)．第 2 回東海北陸若

手がん生殖セミナー 2021.11.14(ハイブリッド開催) 
6. 竹中基記：東海・北陸地区における小児血液がん・生殖外来の受診状況．第 2 回東海北陸若

手がん生殖セミナー 2021.11.14(ハイブリッド開催) 
 
＜一般講演＞ 
1. 村瀬紗姫、坊本佳優、竹中基記、早崎容、森重健一郎：当院で施行した広汎子宮頸部摘出術

に対する検討．第 62 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会（仙台・ハイブリット開催）2021.1.29-
1.30 

2. 早崎容、飯原大稔、下川元継、藤田行代志、安部正和、竹中基記、山本扇里、新井隆広、櫻

井美満、森美奈子、中村和人、角暢浩、村瀬紗姫、島岡竜一、坊本佳優、鈴木昭夫、森重健

一郎：カルボプラチン療法の悪心・嘔吐予防に対するオランザピンの効果を検証する多施設共

同第Ⅱ相試験．第 62 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会（仙台・ハイブリット開催）2021.1.29-
1.30 

3. 坊本佳優、村瀬紗姫、上田陽子、竹中基記、早崎容、古井辰郎、森重健一郎：子宮体癌術後

の骨盤内リンパ嚢胞に対してリンパ管塞栓術を施行した一例．第 62 回日本婦人科腫瘍学会

学術講演会（仙台・ハイブリット開催）2021.1.29-1.30 
4. 手塚慶吾、細江美和、坊本佳優、村瀬紗姫、森美奈子、竹中基記、山本志緒理、早崎容、古

井辰郎、森重健一郎：外陰部腫瘤を契機に発見された原発性肺癌の一例．第 62 回日本婦人

科腫瘍学会学術講演会(仙台・ハイブリット開催)2021.1.29-1.30 
5. 竹中基記、早崎容、村瀬紗姫、坊本佳優、森重健一郎：婦人科領域における悪性リンパ腫お

よびリンパ節疾患について．第 62 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会（仙台・ハイブリット開催）

2021.1.29-1.30 



6. 志賀友美、古井辰郎、島岡竜一、青島友維、森重健一郎：妊娠中に発見された進行胃癌に対

し、ドセタキセル+S-1 による全身化学療法を施行した 1 例．第 11 回日本がん・生殖医療学会

学術集会(web 開催)2021.2.12-2.25 
7. 伊藤由夏、古井辰郎、寺澤恵子、竹中基記、桑原美紀、棚橋昌代、福村尚子、森重健一郎：

当院における妊孕性温存患者のフォローアップの現状と課題．第 11 回日本がん・生殖医療学

会学術集会（web 開催）2021.2.12-2.25 
8. 山本志緒理、古井辰郎、寺澤恵子、森重健一郎：若年者の生殖機能障害の管理の問題点．

第 11 回日本がん・生殖医療学会学術集会(web 開催)2021.2.12-2.25 
9. 竹中基記、古井辰郎、坊本佳優、寺澤恵子、森重健一郎：当院におけるがん・生殖医療ネット

ワークでの乳がん患者に対する検討．第 11 回日本がん・生殖医療学会学術集会(web 開

催)2021.2.12-2.25 
10. 古井辰郎：岐阜県におけるがん生殖医療に対する取り組み．岐阜県の AYA 世代に対する取

り組み(岐阜)2021.3.14 
11. 森美奈子、上田陽子、小池大我、竹中基記、森重健一郎：CD44v をターゲットとしたフェロトー

シス誘導による難治性子宮頸癌に対する新規治療戦略．第 73 回日本産科婦人科学会学術

講演会(新潟・ハイブリット開催)2021.4.22-4.25【高得点日本語演題】【優秀日本語演題賞受賞】 
12. 齋竹健彰、志賀友美、菊野享子、古井辰郎、森重健一郎：巨大子宮頸部筋腫に対する人工

妊娠中絶にメトトレキサートを使用し奏効した一例．第 73 回日本産科婦人科学会学術講演会

(新潟・ハイブリット開催)2021.4.22-4.25 
13. 島岡竜一、志賀友美、森重健一郎：分娩予定日超過の予測に対する cervical consistency 

index および頸管長の有用性の比較検討．第 73 回日本産科婦人科学会学術講演会(新潟・

ハイブリット開催)2021.4.22-4.25 
14. 青島友維、志賀友美、坊本佳優、森重健一郎：外傷性尿崩症治療後、妊娠中に中枢性尿崩

症が顕在化した一例．第 73 回日本産科婦人科学会学術講演会(新潟・ハイブリット開

催)2021.4.22-4.25 
15. 安見駿佑、竹中基記、齋竹健彰、坊本佳優、菊野享子、志賀友美、山本志緒理、早崎容、古

井辰郎、森重健一郎：ロボット支援下手術における NIRCTM 螢光尿管カテーテルによる術中

尿管損傷予防に関して．第 73 回日本産科婦人科学会学術講演会(新潟・ハイブリット開

催)2021.4.22-4.25 
16. 東松明恵、志賀友美：妊娠後期にビタミン K 吸収障害による出血傾向を認めた原発性硬化性

胆管炎合併妊娠の一例．第 73 回日本産科婦人科学会学術講演会(新潟・ハイブリット開

催)2021.4.22-4.25 
17. 手塚慶吾、島岡竜一、志賀友美、森重健一郎：総腸骨動脈バルーン血流遮断術が帝王切開

分娩の術中出血量に及ぼす影響．第 73 回日本産科婦人科学会学術講演会(新潟・ハイブリッ

ト開催)2021.4.22-4.25 
18. 坊本佳優、早崎容、小池大我、村瀬紗姫、菊野享子、森美奈子、竹中基記、古井辰郎、森重

健一郎：初回治療方針の決定に苦慮した小児期に発症した未熟奇形腫の一例．第 73 回日本

産科婦人科学会学術講演会(新潟・ハイブリット開催)2021.4.22-4.25 
19. 寺澤恵子、古井辰郎、菊野享子、山本志緒理、竹中基記、森重健一郎：当院がん生殖外来に

おける疾患別の妊孕性温存の検討．第 73 回日本産科婦人科学会学術講演会(新潟・ハイブリ

ット開催)2021.4.22-4.25 



20. 磯部晶、小池大我、山本志緒理、寺澤恵子、波多野香代子、杉山三知代、古井辰郎、森重健

一郎：地方大学病院産婦人科外来を受診する若年女性の現状と問題点．第 73 回日本産科婦

人科学会学術講演会(新潟・ハイブリット開催)2021.4.22-4.25 
21. 磯部晶、加藤丈博、小池大我、古井辰郎、矢部大介、森重健一郎：当院における免疫チェック

ポイント阻害薬による内分泌障害に関する検討．第 94 回日本内分泌学会学術総会(web 開

催)2021.4.22-5.30 
22. 伊藤由夏、古井辰郎、寺澤恵子、森重健一郎：陰部疼痛患者において QOL の向上を目指す

ことが症状軽減につながったカウンセリングの一例．第 42 回中部生殖医学会学術集会(岐
阜)2021.6.19 

23. 森重健一郎：がん生殖医療の新発展．第 28 回神戸 MARE 研究会(兵庫・ハイブリッド開

催)2021.7.10 
24. 島岡竜一：産後大量出血の治療に対する輸血必要量とバイオマーカー(CI inhibitor および

SCC)の関係．第 57 回日本周産期・新生児医学会学術集会(宮崎・一部オンデマンド配信) 
25. 森美奈子、齋竹健彰、東松明恵、坊本佳優、竹中基記、磯部晶、早崎容、森重健一郎：再発

卵巣顆粒膜細胞腫に対するアロマターゼインヒビターの使用経験．第 63 回日本婦人科腫瘍

学会学術講演会(大阪・ハイブリッド開催) 2021.7.16-7.18 
26. 坊本佳優、村瀬紗姫、菊野享子、森美奈子、磯部晶、竹中基記、早崎容、森重健一郎：プラチ

ナ感受性再発卵巣癌におけるオラパリブ維持療法の後方視的検討．第 63 回日本婦人科腫瘍

学会学術講演会(大阪・ハイブリッド開催) 2021.7.16-7.18 
27. 早崎容、村瀬紗姫、坊本佳優、波多野裕一郎、志賀友美、竹中基記、磯部晶、森美奈子、菊

野享子、上田陽子、森重健一郎：当科で経験した PIK3CA 異変を有する子宮体部原発

Mesonephric-like carcinoma の一例．第 63 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会(大阪・ハイブリ

ッド開催) 2021.7.16-7.18 
28. 菊野享子、坊本佳優、村瀬紗姫、森美奈子、竹中基記、早崎容、森重健一郎：子宮体癌頸部

間質浸潤例に対する術前診断及び術式についての追加検討．第 63 回日本婦人科腫瘍学会

学術講演会(大阪・ハイブリッド開催) 2021.7.16-7.18 
29. 千葉淳美、島田宗昭、的田眞紀、竹原和宏、菊池朗、高野浩邦、角俊幸、朴鐘明、鈴木一弘、

氏平崇文、松浦基樹、宮城悦子、大原樹、池田仁惠、森重健一郎、秋山梓、濵西潤三、笹島

ゆう子、武隈宗孝、榎本隆之：子宮頸部通常型内頸部腺癌 IB2-IIB 期に対する術前化学療法

の有用性．第 63 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会(大阪・ハイブリッド開催) 2021.7.16-7.18 
30. 村瀬紗姫、森美奈子、坊本佳優、上田陽子、菊野享子、竹中基記、早崎容、森重健一郎：当

院における婦人科がんに対するがん遺伝子パネル検査実施の現状報告．第 63 回日本婦人

科腫瘍学会学術講演会(大阪・ハイブリッド開催)2021.7.16-7.18 
31. 安見駿佑：ロボット支援下手術における NIRCTM 蛍光尿管カテーテルによる術中尿管損傷予

防と合併症について．第 61 回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会(web 開催)2021.9.11-
9.13 

32. 齋竹健彰：遺伝性乳がん卵巣がん症候群に対する当院での腹腔鏡下リスク低減卵管卵巣摘

出術について．第 61 回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会(web 開催)2021.9.11-9.13 
33. 志賀友美、仲間美奈、齋竹健彰、安見駿佑、村瀬紗姫、古井辰郎、森重健一郎：岐阜県での

5 年間の NIPT 成績．日本人類遺伝学会第 66 回大会(ハイブリッド開催)2021.10.13-10.16 



34. 鈴木紀子、村瀬紗姫、森美奈子、仲間美奈、松井裕美、二村学、古井辰郎、森重健一郎：が

ん遺伝子パネル検査についての受検患者の意識調査―患者背景の影響．日本人類遺伝学

会第 66 回大会(ハイブリッド開催)2021.10.13-10.16 
35. 古井辰郎：小児・AYA 世代がん患者の生殖機能(妊孕性)に関する支援の現状と課題．第 173

回がん診療連携拠点病院研修会(web 講義) 2021.10.27 
36. 森美奈子、村瀬紗姫、上田陽子、磯部晶、森重健一郎：OHSS 様の卵巣種大を繰り返し FSH

産生下垂体腫瘍が疑われた 1 例．第 36 回日本女性医学学会学術集会(ハイブリッド開

催)2021.11.6-11.7 
37. 上村小雪、竹中基記、小池大我、菊野享子、山本志緒理、寺澤恵子、志賀友美、古井辰郎、

森重健一郎：生殖医療を契機に発症した子宮付属器膿瘍の検討．第 66 回日本生殖医学会

学術講演会(鳥取)2021.11.11-11.12 
38. 寺澤恵子、古井辰郎、山本志緒里、菊野享子、竹中基記、森重健一郎：当院における妊孕性

温存を目的とした子宮内膜異型増殖症および子宮体癌に対する高用量 medroxyprogesterone 
acetate 療法の治療成績．第 66 回日本生殖医学会学術講演会(鳥取)2021.11.11-11.12 

39. 竹中基記：東海・北陸地区における小児血液がん・生殖外来の受診状況．第 2 回東海北陸若

手がん生殖セミナー 2021.11.14(ハイブリッド開催) 
 
＜報道＞ 
1. 森重健一郎、竹中基記：子宮頸がんウイルス原因．病院の実力～岐阜編 155．読売新聞

2021.4.25 
2. 森重健一郎：革新的な腫瘍(卵巣がん等)治療医療機器に対する専門家の認識・評価につい

て．サイモン・クチャーアンドパートナーズジャパン株式会社 2021.5.7 
3. 古井辰郎：不妊治療に対する知識を県民に発信するため．岐阜新聞朝刊 2021.6.24 
 
＜その他＞ 
1. 森重健一郎：コロナ禍のがん医療③～岐阜のこの 1 年を振り返って～．ワールドキャンサーデ

ー・セッション．2021(web 配信) 
2. 早崎容：卵巣がんの薬物療法について．岐阜薬科大学附属薬局リカレント講座 2021.6.24 
3. 竹中基記：卵巣癌における手術療法～2020 年版ガイドライン改定のポイント～．Ovarian 

Cancer Web seminar 武田薬品 2021.8.6(web 配信) 
4. 古井辰郎：本邦におけるがん患者の妊よう性温存に関する情報提供から意思決定支援の現状．

小児、思春期・若年がん患者の妊よう性支援～がん治療開始前に伝えておきたい将来のこと

～ 中外製薬株式会社 2021.9.8 
5. 安見駿佑：膠原病疾患のプレコンセプションケア．New Normal of RA アステラス製薬株式会

社 2021.9.29(ハイブリッド開催) 
6. 森重健一郎：女性の健康を支える産婦人科医療．「安心して産める」について考えよう．飛騨メ

ディカルハイスクール 2021.10.6(web 配信) 
7. 上田陽子：GDM におけるチーム医療の実際．FGM セミナーin 岐阜 2021． 2021.10.20(web

配信) 
8. 磯部晶：免疫チェックポイント阻害薬治療の内分泌 irAE～定期検査のススメ～．免疫チェック

ポイント阻害剤適正使用セミナー MSD 株式会社 (岐阜大学医学部)2021.11.15 



9. 坊本佳優：岐阜県における HRD 検査の現状．Ovarian Cancer Seminar in Gifu アストラゼネカ

株式会社 2021.12.7(ハイブリッド開催) 
10. 森重健一郎：岐阜大学における卵巣癌診療．岐阜婦人科癌科学療法セミナー2021 中外製

薬株式会社 2021.12.16(web 配信) 
 
 
 
【研究費】 
種類 氏名 研究題目   
厚生労働省科学研

究費補助金(がん対

策推進総合研究事

業) 

古井辰郎 
(研究分担者) 

小児・AYA 世代のがん患者等に対する妊孕性温存

療法のエビデンス確立を目指した研究―安全性（が

ん側のアウトカム）と有効性（生殖側のアウトカム）の

確立を目指して 

新規 
(R3-5) 

厚生労働省科学研

究費補助金(がん対

策推進総合研究事

業) 

古井辰郎 
(研究分担者) 

小児・AYA 世代がん患者に対する生殖機能温存に

関わる心理支援体制の均てん化と安全な長期検体

保管体制の確立を志向した研究―患者本位のがん

医療の実現を目指してー 

継続 
(R2-4) 

厚労省科学研究費

補助金(成育疾患克

服等次世代育成基

盤研究事業) 

古井辰郎 

(研究分担者) 
医学的適応による生殖機能維持の支援と普及に向

けた総合的研究 
継続 

(R１-3) 

厚生労働省科学研

究費補助金(がん対

策推進総合研究事

業) 

古井辰郎 
(研究分担者) 

がん・生殖医療連携ネットワークの全国展開と小児・

AYA 世代がん患者に対する妊孕性温存の診療体

制の均てん化に向けた臨床研究 

継続 
(R1-3) 

日本医療研究開発

機構 (AMED)：臨床

研究・治験推進研究

事業 

森重健一郎 
(研究開発分

担者) 

子宮内膜異型増殖症・子宮体癌妊孕性温存療法に

対するメトホルミンの適応拡大にむけた多施設共同

医師主導治験 

継続 
(H31-R4) 

 
 
 


